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１ 計画策定の意義と経緯 

（１）意 義 

読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなもの

にし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものです。 

乳幼児期には、読み聞かせを通し親子の触れ合いを深める中で、言葉を学びコミュニ

ケーション能力を養います。小学校期には絵本や小説、伝記等の物語を通し、主人公と

自分を重ね合わせることにより、様々な生き方を体験し、豊かな心や資質を育みます。

また、総合的な学習の時間などの授業で様々な本に触れ、自然科学、社会科学について

知識を身に付け、知的探究心を養うとともに集中力を育み、学習活動へのスムーズな移

行を促します。中・高等学校期には、「知りたい」という思いから自発的に情報を収集

し、その情報を基に自らの考えを深め、それを対外的に発信する能力を培います。この

活動は生涯にわたり、自ら学ぶことを通し視野と活動の幅を広げ、将来を切り開くエネ

ルギー源になります。 

また、テレビやゲーム、インターネット、電子書籍等の様々な情報メディアの発達・

普及による生活環境の変化により、家庭やあらゆる場所で多様かつ大量の情報を簡単に

入手できるようになり、調べ学習への活用など利便性が向上した反面、子どもが直接本

と関わる機会が減少し幼児期からの読書習慣が身につきにくくなる傾向にあります。そ

のため、今まで以上に子どもが読書を楽しむことにより、自主的に学ぼうという習慣を

身に付けていくことが必要です。 

赤磐市では、このような背景を踏まえ、子どもの各成長期に適した読書活動を推進

し、本を読むことの楽しさや大切さを理解できるような環境づくりが不可欠だと考えま

す。そして、家庭・学校等※1・ボランティアグループ・団体・図書館※2・行政等が連

携し、子どもの「知る」という喜びに向かって伸びようとする心を支えます。 

 

（２）経 緯 

読書活動のもつ重要性から、平成１３年１２月に「子どもの読書活動の推進に関する

法律」が公布・施行されました。この法律は、すべての子どもが自主的に読書活動を行

                                                   

1   保育園、幼稚園、こども園、小学校、中学校 
2  

図書館 住所 蔵書数（内 児童書） 

赤磐市立中央図書館 下市325番地1 201,159（59,515） 

赤磐市立赤坂図書館 町苅田507番地 27,810（12,616） 

赤磐市立熊山図書館 松木621番地1  37,668（16,843） 

赤磐市立吉井図書館 周匝142番地  36,720（12,370） 
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うことができるよう、環境整備を推進することを基本理念としています。 

この法律に基づき、国及び県は「子どもの読書活動の推進に関する計画」を策定し、

子どもの読書活動の推進に向けた施策を実施しています。 

赤磐市においても、家庭・学校等・ボランティアグループ・団体・図書館・行政等が

一体となり、子どもの読書活動の積極的な推進を目指し、「赤磐市子ども読書活動推進

計画」の策定に至りました。 

 

 

２ 計画の構成と期間 

この計画は、最初に子どもの読書活動推進体制の整備の確立について示し、その体制

の中で図書館・家庭・学校を読書活動の中心的な場所とし、各場所における現状と課題

をまとめ、これらを実現するための目標と施策を示します。また、子どもの読書活動推

進に関する啓発についても同様とします。 

実施期間は、「赤磐市第２次総合計画」との整合性を図るため、平成３６年度までと

します。  

ただし、平成３１年度の赤磐市教育振興基本計画の改訂にあわせ、適宜見直しを行う

ものとします。 

 

 

３ 計画の対象 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」第２条基本理念に基づき、本計画の対象者

は、乳幼児から高校生（おおむね１８歳以下の者）までとします。 

 

 

４ 子どもの読書活動推進体制の整備 

① 現状と課題 

図書館をはじめ家庭・学校等・ボランティアグループ・団体・行政等による子ども

の読書活動は、それぞれの年代や場所において活発に行われています。これからも子

どもが読書に親しみ自ら学ぶ姿勢を養うには、幼児期での読書経験を小学校での学び

につなげ、さらに中・高等学校での主体的な読書活動に発展できるような環境が必要

です。そのため、子どもの読書活動に関わる家庭・学校等・ボランティアグループ・

団体・図書館・行政等とその関係者が互いの立場と役割を理解し、今まで以上に連携

することが重要です。 
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② 目 標 

本に親しむ子どもが一人でも多くなるように、本と出会うきっかけづくりに努めま

す。そして、子どもの成長とともに、読書習慣が身に付くように図書館を中心とし、家

庭・学校等・ボランティアグループ・団体・行政等の連携を図ります。 

【重点目標】 

子どもの読書活動に関わる家庭・学校等・ボランティアグループ・団体・図書館・行

政等とその関係者のネットワークを基盤に連携を深め、子どもが自ら本を読む姿勢を養

える環境を整備します。 

 

③ 施 策 

○図書館は、家庭・学校等・ボランティアグループ・団体・行政等と相互連携し、子ど

もの読書活動を推進します。 

○市内の保育園、幼稚園、こども園、小学校、中学校への団体貸出やレファレンスサー 

ビス※3、職員による読み聞かせなどを行い、図書を用いた学習を支援します。 

○図書館司書と学校司書※4との情報交換や研修の場を提供します。 

○県立図書館や県内の図書館との相互連携を進めます。 

○岡山連携中枢都市圏図書館相互利用※5を促進します。 

○特色ある優れた実践を行っている学校やボランティアグループなどの把握に努め、国 

 や県、市などの既存の表彰制度により表彰し、その取組を奨励することで読書活動を 

促進します。 

○地域のボランティアグループのネットワークの構築や関係機関との連携を支援すると

ともに、活動の場を提供、研修会等も開催します。 

 ○基本計画の諸施策の進捗状況を把握するため、関係諸施設、団体の協力を得ながら進

捗状況の調査をします。 

 

 

 

 

                                                   

3   学習、調査研究活動をより充実したものにするために、資料に関する質問、相談を受 

け付けて情報検索や文献調査などの支援を行うこと 

4   学校図書館に関する諸事務の処理に当たっている専門職員 

5   岡山市、玉野市、備前市、赤磐市、真庭市、和気町、早島町、美咲町、吉備中央町の 

５市４町が圏内に在住する住民の利便と、文化向上を図るために行う公立図書館の相 

互利用サービスのこと 
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５ 子どもの読書活動推進にあたっての方策 

（１）図書館における子どもの読書活動の推進 

① 現状と課題 

図書館は、市民の文化、教養、調査研究、レクリエーション等に必要な資料・情報

を収集し、提供する役割を持つ生涯学習の拠点です。市民の豊かな生活と学習意欲の

向上を図るため、読書活動の中核施設としての役割を担い、特に子どものための図書

資料やサービスの充実、イベントの開催などの情報提供に努めていく必要がありま

す。 

 

② 目 標 

図書館は市民の生涯学習を支える施設として、図書その他の資料の収集と提供に努

めます。子どもが読書の喜びを味わい、その魅力を発見できるように子どもと本との

出会いを進め、学校等・公民館などの関係機関やボランティアグループと協力しなが

ら、読書活動の推進に取り組みます。 

【重点目標】 

○成長期に合わせた図書資料の充実を図り、子どもの読書活動を支援します。 

○資料の提供や本の紹介、風土や地域の歴史資料の展示、おはなし会などの図書館サー

ビスを行い、読書のきっかけづくりを工夫して行います。 

○学校等・公民館などの関係機関やボランティアグループと協力し、資料の団体貸出や

配本サービス等により、子どもの読書と学習活動を支援します。 

 

③ 施 策 

１）図書館サービスの向上 

○絵本を含む児童図書、中・高生向けの図書などの充実を図るとともに、子どもがくつ

ろいで読書を楽しめる空間を提供します。 

○人気のある児童図書の買い替えや購入により児童用資料の充実を図り、魅力ある児童

コーナーとします。 

○おはなし会や絵本の読み聞かせなどの行事を開催し、子どもの読書活動のきっかけづ 

くりを行います。 

○ブックスタート事業※6を実施し、赤ちゃんと保護者が絵本を介して、心ふれあう時

間を育みます。 

○ボランティアグループと連携して、地域の図書館や公民館などでおはなし会を開催す

                                                   

6   乳児健診会場で読み聞かせと絵本のプレゼントを行い、赤ちゃんと保護者が絵本を介 

して心ふれあう時間をもつきっかけとする事業 
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るなど、子どもが気軽に読書に親しめる環境整備に努めます。 

○「図書館だより」や広報誌・ホームページなどで、新刊や話題の本の紹介を行いま

す。 

 

２）学校支援 

○学校図書館へ読み聞かせグループの派遣を行い「お出かけ図書館」を実施するなどさ 

らなる読書活動の推進を図ります。 

○団体貸出専用の図書資料および視聴覚資料を購入し団体貸出専用資料の充実を図り、 

学校等の団体利用の推進を図ります。 

○学校司書及び司書教諭との連携を深め、学校等の読書活動や学習活動に対する資料及 

び人的な支援の充実を図り、積極的に学校図書館をバックアップしていきます。 

○子ども向け講座、図書館まつり、絵本の展示などの行事を開催し、読書のきっかけづ 

くりを推進します。 

 

（２）家庭における子どもの読書活動の推進 

① 現状と課題 

子どもが最初に本に出会うのは、家庭での保護者による読み聞かせであり、絵本を

介して親と子が触れ合いの時間を持つことにより、読書の楽しさを知るきっかけが生

まれます。子どもの読書活動の推進には、家庭で各成長期に適した読書が継続的に行

われ、保護者が積極的に関わっていくことが必要です。 

しかしながら、保護者の中には「どのような絵本を読めばいいか分からない」、

「読み聞かせの方法が分からない」といった意見もあり、このような保護者への支援

も必要です。また、メディアの発達により、子どもがテレビやゲーム、インターネッ

トを利用する時間は増加し、逆に本に接する時間は減少する傾向にあります。 

このことから、家庭での読書活動を推進するためには、保護者に読書の重要性や知

識を伝え、子どもが家庭で日常的に本を読めるような環境づくりが求められます。 

 

② 目 標 

家庭内で読書をする時間を増やすために、家庭で読書に親しむ習慣づくりを推進し 

ます。また読書に関心のある保護者だけでなく、読書に親しみのない保護者等に読書

の大切さを知ってもらうため、更なる情報提供を図ります。 

【重点目標】 

○家庭教育支援として、保護者に対し、乳幼児期から読み聞かせを行うことや自主的な

読書の習慣が身に付くように環境を整えることの重要性について理解を促すととも
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に、 子どもの生活リズム向上やメディアリテラシー※7に関する取組を推進します。 

○保護者が子どもへ読書の楽しさを伝えられるように、ブックスタート事業などの子ど

も読書活動関連事業や子育て支援事業等により、読書へのきっかけづくりをします。 

 

③ 施 策 

○図書館は、保護者の読書に対する理解が深まるように読み聞かせや本の紹介など、子

どもの各成長期に適した講座や読書イベントを開催します。 

○各地域においては、読書ボランティアグループの活動を促進します。また読書ボラン

ティアを養成するとともにレベルアップ研修等を開催します。 

○学校等は、図書館・ボランティアグループ等と連携し、子どもだけでなく保護者にも

本に触れる機会を提供し、読書への理解を促進します。 

○図書館は、ブックスタート事業を実施し、乳幼児期から本に親しむ機会を提供しま

す。 

 

（３）学校等における子どもの読書活動の推進 

① 現状と課題 

小・中学校における読書活動は、学習指導要領に基づき、子どもの読書指導に関す

る知識を有した学校司書や司書教諭※8の指導を受け、読書習慣を形成する上で大きな

役割を担っています。活動の内容も、自由に本を読む活動から各教科や総合的な学習

の時間などでの調べ学習、読み聞かせなど多岐にわたり展開しています。現在、多く

の小学校で読書の時間を設けており、各学校では委員会活動等により読書イベントを

行うなど読書への関心を高める活動も行っています。 

一方で、スマートフォンの利用が急速に進み、１年間に１冊も本を読まない子ども

もおり、本を読む子どもと読まない子どもの格差が広がっています。 

保育園、幼稚園、こども園、小学校、中学校では、絵本の読み聞かせや教科での調

べ学習が行われていますが、図書資料の適切な更新を行うことが課題となっていま

す。このことから、各学校等における読書活動を継続するとともに、学校図書館の環

境整備や、学校司書の配置に努める必要があります。 

 

 

 

                                                   
7   メディアの特性や利用方法を理解し、適切な手段で自分の考えを他者に伝達し、ある 

いはメディアを流れる情報を取捨選択して活用する能力 

8   学校図書館司書教諭講習規程による司書教諭の講習を修了し、任命権者により発令さ 

れた教諭 
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② 目 標 

子どもが、各年齢に適した図書を読むため、学校図書館等の環境を整備し、読書に 

関する専門的な指導を受けられるよう学校司書の配置に努め、子どもの読書習慣の確 

立を図ります。 

 

【重点目標】 

○朝の読書や読み聞かせなど、計画的な読書活動の取組を奨励し読書指導の充実を図り

ます。 

○学校図書館の環境を整備し、質・量ともに図書資料の充実を計画的に図ります｡ 

○学校司書の配置に努めます。 

○保育園、幼稚園、こども園、小学校、中学校の連携を深め、相互の読書活動の推進に 

あたります。 

○図書館やボランティアグループと連携し、子どもの読書活動の推進に努めます。 

 

③ 施 策 

○学校は、委員会活動を中心に、子どもの自主的な読書に関する取組を活性化させると

ともに、読書指導の充実を図ります。 

○保護者やボランティアグループと連携し、子どもの発達段階に応じた読書活動を推進

します。 

○学校図書館図書標準※9に基づき図書の計画的な整備と充実を図り、学校図書館の環

境を整備します。 

○学校図書館等の開放の可能性について研究し、その実現に努めるとともに、空き教室

等の有効利用など、読書スペースの整備や確保に努めます。 

○図書館との連携を深め、充実した貸出しができるように努めます。 

○図書館等職員や保護者、ボランティアグループ等の協力により、学校図書館を活性化

します。 

○特別な支援を必要とする子どもに配慮し、県立図書館と連携を深め、図書資料の充実

を図ります。 

○常に学校図書館に司書がいる環境を目指し、学校司書の兼務校の削減を図り適正な配

置に努めます。 

○学校は、学校司書及び司書教諭の実質的な職務内容を検討し、校内での連携と共通理

解を深めます。 

 

                                                   

9   文部科学省が定めた、公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書の標準 
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６ 子どもの読書活動に関する啓発 

① 現状と課題 

「子ども読書の日」※10は「子どもの読書活動の推進に関する法律」において、広

く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書

活動を行う意欲を高めるために定められ、地方公共団体は、その趣旨にふさわしい事

業を実施するよう努めなければならないこととされています。現在赤磐市では、中央

図書館を中心に「子ども読書の日」に関する取組として、よい絵本※11の紹介コーナ

ーの設置や、おはなし会などを開催しています。 

しかしながら、読書の大切さを認識し読書活動に熱心な保護者がいる一方で、読書

に親しみのない保護者もおり、子どもの読書活動に関する理解度にばらつきがあるこ

とから、更なる啓発活動が必要です。 

 

② 目 標 

子どもの読書活動の推進には、本人の興味はもちろんのこと、家庭や学校での理解

と働きかけが必要です。周りの大人自身も読書に親しむ中で、子どもの読書活動の意

義や大切さについて、理解を深めてもらえるよう啓発に努めます。 

【重点目標】 

○「子ども読書の日」や「子ども読書週間」※12、「読書週間」※13の意義、またそれら

にかかわる行事について広報・啓発に努めます。 

○子どもの読書活動への理解と関心を深めてもらえるように読書の意義や大切さを啓発

します。 

 

③ 施 策 

○図書館は、「子ども読書の日」や「子ども読書週間」、「読書週間」を中心に、その

趣旨にふさわしい行事の展開に努めます。 

○図書館や学校等・公民館・ボランティアグループと連携し、多くの市民が読書につい

て知りたいと思う情報を得られるように広報啓発活動を展開します。 

○広報紙や市ホームページ等を通じて、情報の提供に努めます。 

                                                   
10  ４月２３日、国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を求めるために

「子どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年１２月成立）」第１０条第２項

により制定された日 
11   全国学校図書協議会の取り組みの一つで、絵本読書が各地でより活発になるため

に、学校や家庭、地域で子どもたちに読み聞かせや絵本をすすめるときの選書の手が

かりとなる優れた絵本のリスト 
12  「子ども読書の日（４月２３日）」から「こどもの日（５月５日）」をはさむ３週間 
13   １０月２７日から１１月９日の文化の日を中心とした２週間 
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７ 参考資料 

（１）子どもの読書活動の推進に関する法律 

［平成１３年１２月１２日 法律第１５４号］ 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及 

び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関す 

る必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的 

かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子ど 

もが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生を 

より深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかん 

がみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を 

行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならな 

い。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの 

読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の 

実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務 

を有する。 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子ども 

の読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努め 

るものとする。 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣 

化に積極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等の連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施 

されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必 

要な体制の整備に努めるものとする。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を 
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図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動 

推進基本計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会 

に報告するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道 

府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子 

どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活 

動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策 

定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推 

進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状 

況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策について 

の計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めな 

ければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書 

活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進 

計画の変更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、 

子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう 

努めなければならない。 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施する 

ため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 

「衆議院文部科学委員会における付帯決議」 

政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。 

一 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を 

整備していくものであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。 
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二 民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活 

動の推進に関する施策の確立とその具体化に努めること。 

三 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことが 

できる環境づくりのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。 

四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重す 

ること。 

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判 

断に基づき提供に努めるようにすること。 

六 国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子ど 

もの参加については、その自主性を尊重すること。 
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（２）文字・活字文化振興法 

［平成１７年７月２９日 法律第９１号］ 

（目的） 

第一条 この法律は、文字・活字文化が、人類が長い歴史の中で蓄積してきた知識及 

び知恵の継承及び向上、豊かな人間性の涵養並びに健全な民主主義の発達に欠くこ 

とのできないものであることにかんがみ、文字・活字文化の振興に関する基本理念 

を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、文字・活字文 

化の振興に関する必要な事項を定めることにより、我が国における文字・活字文化 

の振興に関する施策の総合的な推進を図り、もって知的で心豊かな国民生活及び活 

力ある社会の実現に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第二条 この法律において「文字・活字文化」とは、活字その他の文字を用いて表現 

されたもの（以下この条において「文章」という。）を読み、及び書くことを中心 

として行われる精神的な活動、出版活動その他の文章を人に提供するための活動並 

びに出版物その他のこれらの活動の文化的所産をいう。 

（基本理念） 

第三条 文字・活字文化の振興に関する施策の推進は、すべての国民が、その自主性 

を尊重されつつ、生涯にわたり、地域、学校、家庭その他の様々な場において、居 

住する地域、身体的な条件その他の要因にかかわらず、等しく豊かな文字・活字文 

化の恵沢を享受できる環境を整備することを旨として、行われなければならない。 

２ 文字・活字文化の振興に当たっては、国語が日本文化の基盤であることに十分配 

慮されなければならない。 

３ 学校教育においては、すべての国民が文字・活字文化の恵沢を享受することがで 

きるようにするため、その教育の課程の全体を通じて、読む力及び書く力並びにこ 

れらの力を基礎とする言語に関する能力（以下「言語力」という。）の涵養に十分 

配慮されなければならない。 

（国の責務） 

第四条 国は、前条の基本理念（次条において「基本理念」という。）にのっとり、 

文字・活字文化の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第五条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の 

実情を踏まえ、文字・活字文化の振興に関する施策を策定し、及び実施する責務を 

有する。 

（関係機関等との連携強化） 

第六条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策が円滑に実施さ 
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れるよう、図書館、教育機関その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他 

必要な体制の整備に努めるものとする。 

（地域における文字・活字文化の振興） 

第七条 市町村は、図書館奉仕に対する住民の需要に適切に対応できるようにするた 

め、必要な数の公立図書館を設置し、及び適切に配置するよう努めるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、公立図書館が住民に対して適切な図書館奉仕を提供する 

ことができるよう、司書の充実等の人的体制の整備、図書館資料の充実、情報化の 

推進等の物的条件の整備その他の公立図書館の運営の改善及び向上のために必要な 

施策を講ずるものとする。 

３ 国及び地方公共団体は、大学その他の教育機関が行う図書館の一般公衆への開放、 

文字・活字文化に係る公開講座の開設その他の地域における文字・活字文化の振興 

に貢献する活動を促進するため、必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

４ 前三項に定めるもののほか、国及び地方公共団体は、地域における文字・活字文 

化の振興を図るため、文字・活字文化の振興に資する活動を行う民間団体の支援そ 

の他の必要な施策を講ずるものとする。 

（学校教育における言語力の涵養） 

第八条 国及び地方公共団体は、学校教育において言語力の涵養が十分に図られるよ 

う、効果的な手法の普及その他の教育方法の改善のために必要な施策を講ずるとと 

もに、教育職員の養成及び研修の内容の充実その他のその資質の向上のために必要 

な施策を講ずるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、学校教育における言語力の涵養に資する環境の整備充実 

を図るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務を担当するその他の職員の充実 

等の人的体制の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情報化の推進等の物的条 

件の整備等に関し必要な施策を講ずるものとする。 

（文字・活字文化の国際交流） 

第九条 国は、できる限り多様な国の文字・活字文化が国民に提供されるようにする 

とともに我が国の文字・活字文化の海外への発信を促進するため、我が国において 

その文化が広く知られていない外国の出版物の日本語への翻訳の支援、日本語の出 

版物の外国語への翻訳の支援その他の文字・活字文化の国際交流を促進するために 

必要な施策を講ずるものとする。 

（学術的出版物の普及） 

第十条 国は、学術的出版物の普及が一般に困難であることにかんがみ、学術研究の 

成果についての出版の支援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（文字・活字文化の日） 

第十一条 国民の間に広く文字・活字文化についての関心と理解を深めるようにする 
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ため、文字・活字文化の日を設ける。 

２ 文字・活字文化の日は、十月二十七日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の日には、その趣旨にふさわしい行事が 

実施されるよう努めるものとする。 

（財政上の措置等） 

第十二条 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策を実施するた 

め必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 
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（３）第３次岡山県子ども読書活動推進計画〈概要版〉 
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（４）赤磐市子ども読書活動推進計画検討委員会設置要綱 

平成２９年２月２３日 

教育委員会告示第３号 

（設置） 

第１条 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年法律第１５４号）第９条第２

項の規定に基づく赤磐市子ども読書活動推進計画（以下「子ども読書活動推進計画」と

いう。）を策定するため、赤磐市子ども読書活動推進計画検討委員会（以下「委員会」

という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、赤磐市教育委員会の求めに応じ、次に掲げる事項について協議し、意

見を述べるものとする。 

（１） 子ども読書活動推進計画の策定に関すること。 

（２） 前号に掲げるもののほか、子ども読書活動推進計画の策定に必要なこと。 

（委員） 

第３条 委員会は、委員１２人以内で組織し、次の各号に掲げる者のうちから教育委員会

が委嘱する。 

（１） 学識経験者 

（２） ボランティア・NPO等団体の代表 

（３） 行政関係者 

（４） 前各号のほか、教育委員会が特に必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、当該検討に係る審議が終了するまでとする。ただし、公職にある

ことにより委嘱された委員の任期は、その公職にある期間とする。 

２ 委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、それぞれの委員の互選によって定め

る。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数の出席により成立する。 

３ 会議において必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、意見又は説明を求め

ることができる。 
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（報償費） 

第７条 委員が会議に出席した場合は、日額６，５００円の報償費を支払うものとする。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、教育委員会社会教育課において処理する。 

（その他） 

第９条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、別に定め

る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、平成２９年４月１日から施行する。 

（会議の招集の特例） 

２ 第６条第１項の規定にかかわらず、この告示による最初の会議は、教育長が召集す

る。 
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（５）赤磐市子ども読書活動推進計画検討委員会委員一覧 

氏  名 職 名 所 属 団 体 等 

坂本 文江 委 員 長 図書館協議会代表 

実盛 さよ子 副委員長 社会教育委員代表 

橋本 主子 委  員 赤磐市立保育園長代表 

岡﨑 泰子 委  員 赤磐市立幼稚園長代表 

秋山 祥子 委  員 赤磐市立小学校長代表 

小林  健 委  員 赤磐市立中学校長代表 

寺山 明江 委  員 学校図書館司書代表 

川添 清美 委  員 赤磐子ども NPO センター代表 

明石 圭司 委  員 PTA 連合会代表 

戸川 邦彦 委  員 保健福祉部 子育て支援課長 

松井 啓子 委  員 教育委員会 学校教育課長 

三宅 康栄 委  員 赤磐市立中央図書館長 
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